
   

 

 
 

 

                       

 

幸運のシンボル 

校長 小久江 桂子     

 

先日の昼休みのことです。 

校庭にいたところ、ある子が私のもとに駆け寄ってきて、「校長

先生の好きな虫は何ですか？」と、無邪気に尋ねてくれました。私

が「てんとう虫かな。」と答えると、その子はしばらくして、そっと

小さな手を差し出し、一生懸命に捕まえてきたであろう『てんとう

虫』をプレゼントしてくれました。それだけでも胸がいっぱいにな

りましたが、その子はさらに笑顔で、「てんとう虫はね、幸運のシン

ボルだよ。校長先生にあげます！」と、教えてくれました。 

その言葉を聞いた瞬間、とても幸せな気持ちになりまし

た。私を喜ばせようと、一生懸命にてんとう虫を探してくれ

た優しい行動。そして、私に幸せが訪れるようにと紡いでく

れた温かい言葉。この一幕に、言葉にできないほどの感動

を覚えました。大人が『言葉を大切に』と教える以上に、子ど

もたちは相手の心を温める『本物の言葉』を、自らの素直な

心でしっかりと紡ぎ出していることを感じた一幕でした。 

 

こうした子どもたちの優しい言葉や、相手を思いやる純粋な行動は、一朝一夕で身につくものでは

ありません。 誰かを笑顔にする言葉、元気づける言葉、安心させる言葉。そうした『温かい言葉』を自

然につかえる子どもたちは、きっと御家庭や地域の中で、たくさんの温かい言葉を注がれて育ってき

たのだと思います。  

言葉を大切にし、お互いを思いやる心が通い合うとき、そこに

は自然とたくさんの笑顔が生まれます。今後も、子どもたち、保

護者の皆様、地域の皆様、教職員、誰もが温かい言葉でつなが

り、『みんな笑顔の八幡小学校』を共につくっていきたいと思い

ます。 
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八幡小だより 10月号 

今年度も八幡小のホームページを活用して、随時子供たちの様子を配信しています。 

ぜひ、ご覧いただければ幸いです。 

 


